
中医協 総鰍1－2  

2 1． 5 ． 2 0  

診療報酬改定結果検証に係る特別調査（平成20年度調査）  

病院勤務医の負担軽減の実態調査  

報告書   
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7）医師嶺任者の役職等  

⑯医師の勤務実態等  
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即アルバイトの状況（医帥のみ）  

掛各診姐科における乳酪什掛け釘ヒ（平成20牛1（1月来執心 【矢抑たイ手首ミニ電J，が  

管理する診殖甘ル）才人況ヒして回答していただいた嘲刃  
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2）各診療科におけろ外来診療に係る業績tl印の変化．   

3）各診棟料におけろイ郁口・リ勒の軽症救急』牒牒宮蟻川．   

4）各診糠科におけろ医師の勤務状慨ザ慄化，，   

5）各診療科における医師≠人数・勤務実績等   

6）各診療科における医t帥の勤務負担軽減額♂）取組状劇彗   
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1）1fト前と比較した勤務抹況  

2）入院診瞭に係る菜摘刃甘け璃化  

3）外来診糠に係ろ業務fl揮♂）変化  

4）痛打こ内〝）診塘外業務に係る業務f津】J）な化  
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7）夜間・｝勒押隠▲1二救1、聴音枚〃〕変  

抽軌附則射剛齢阿川欄Ⅲ洒  
l）＝常業務皇↓いて汁押が紋む重いと！点じろ業務  

2）軌践医甘押隠軋阻二閑十ろ計画ノ〕躍如色 …  

3）莱威令押の効果  

4）機業時間げ）変化（医師のみ1  

5）、1血後の配膳（t束帥♂）7メ）  

6）根済虻て  

7）′「後の酎＝＝こ／〕いて（阻抽出み1  



4 憫主項日  

本調査の主な項目は次のとおりである。  

1．目的  

平成20年4月の診療報酬改定では、病院勤務医の負担軽減に係る評価として、「入院時  

医学管理加偶」およぴ「医師事務作業補助体制加算」の新設、「ハイリスク分娩管理加算」  

の改定が行われた。   

本調査では、ニれらの加算を算定Lている保険医療機関における病院勤蘭堰の負担軽減  

策の取組み状況や、病院勤務医の負担軽減と処遇改善等の状況を把握し、平成20年度診療  

報酬改定の結果を検証することを目的とした。  

2 帥査対象  

本調査は．「施設調査」「医師責任者調査」「医師調査」の3つの調香を実施した。各調査  

の対象は、次のとおりである。  

○施設調査二平成20年7月1日現在で「入院時医学管理加算」、「医師事務作業補助体制加   

算」、「ハイリスク分娩管理加算」のいずれかの施設皇準の届出をしている、すべての病院   

（】．151施設）を対象とした。  

○医師責任者調査・医師調査：上記「施設調査」の対象施亘削こ1年以上勤務している、診   

療科医師責任者および医師を対象とした。ただし、l施設につき医師責任者最大∫名（各   

診療科につきl名×最大S診療科）、医師最大24名（各診席料につき3名×最大各診療科）   

とした。  

3，鯛壬方法  

本調査は、対象施設・医師が記入する自記式調査票の郵送配布・回収により行った。   

†施設調査」については、施設属性、勤務医の負担軽減策の実施状況、勤務医の勤務状  

況、入院時医学管理加算に関する調査項目、医師事務作業場助体制加凱こ関する綱査項目、  

ハイリスク分娩管理加算に関する調香項目等をたずねる調査票（「施綬票」）を配布した。   

「医師責任者調査」およぴ「医師調査」については、基本属性、勤務状況、業務の負担  

感、業務分担の実施状況と効果、処遇改善の有無等をたずねる調査票（「医師責任者票」お  

よぴ「医師票」）を配布した。なお、医師責任者票では、医師責任者が管理する診療科につ  

いて業務負担の状況や勤務実績等も別にたすねている。   

r医師責任者票」およぴ「医師潔」の配付に際しては、上記の「施投網査」の対饅施設  

を通じて行ったが、回収は、医師責任者・医師がそれぞれ専用封筒に封入・封擁した調査  

票を対象施設の管理者が回収し、講査事務局元の専用返信封筒に「施設潔」と同封の上、  

返送する形式とした。   

押査実施時期は平成20年12月一平成2】年2月とした。  

1  

○施設属性等  
・開設主体、病床数、種別、DPC対応状況、診礫科、入院基本判区分  
・平均在院日数、紹介率、逆紹介傘  
・救急医碩体制  
・地域連携宅、24時間の画像・検査体制・調剤体制の有無  
・職員数、医師事務作業補助者数、MSWの人数  
・電子▲カルテの導入状況 ／等  

○患者数  
・外来患者数、救急搬送による緊急入院患者数、新規入院患者数、退蔵   
患者数 ／等  

○勤務医の負担軽減儒の実施状況  
・取り組んでいる勤務医の負担軽減策の内容 ／等  
○勤緒医の人数・勤務状況等  
・常勤医師・非常勤懐師数の推移（診療科別・男女別）  

・勤務医の月あたり平均勤務時間の推移（診梶科別）  

・勤膀医の月あたり平均当直回数の推移（診療科別）  

・連続当直合計回数の推移（診蝶科別） ／等  
○入院時医学管理加算における施設の概況  
・入院時医学管理加算の届出状況・予定、届出時期  
・選定療養（実書徴収）の状況、金額  

・全身麻酔の件数、手術件数 ／等  

○入院時医学管理加算の効果・殊劇等  
・動機医の負担軽減策としての効果  
・R勝・間崩点  ／等  
○医師事務作業補助体制加附こおける施設の概況  
・医師事務作業補助体制加算の届出状況・予定、届出時期  
・医師事横作業綿助体制加算の区分  
○医師亨横作業綿幼者の鮎情状況・業務内容等  
・医師事務作業補助者の配置時期・配置状況  
・医師事摂作嘗補助者の人数・給与総額  
・医師事務作業者が担っている業拷内容（診断薗などの文書作成紳助、   

診療記録への代行入力、診婿データ整理など）  

○医師事務作業補助体制加算の効果・探題等  
・勤務医の負担軽減策としての効果  
・裸増・間崩点  ／等  
○ハイリスク分娩管理加井における施設の概況  
・ノ、イリスク分娩管理加算の届出状況・予定、届日時期  
・分娩件数  
・ハイリスク分娩管理加算の■定回数  
・ハイリスク分娩患者の内訳  
○ハイリスク分娩管理加算の効果・濃紺等  
・勤務医の負担軽減策としての効果  

株贈・関越点  ／竿  5．招集概辛  

（1）回収の状況  

施投網査の回収数は5】‘件、回収率は■l只％であった。また、医師調査の有効回答人数  

は、医師責任者が2，3g9人、医師が4．227人であった。  

町♯1回収の状潔  

医師★佳肴綱査  ○基本ネ牲  
・性別、年齢、医師経♯年数、診橋科、勤務形態、役♯ ／等  
○勤蔵状況  
・実勤緒時帆外来診標担当の有無、当直回数、連続当直回数 ／等  
○閥人としての業務負担の状況等  
・負担が重い業稀およぴその割合、業務負担の変化 ／等  
○診療科における業務負担の状況等  
・業務負担の変化、夜間・早朝の軽症救急患者数の変化 ／等  
○劾輝医の負担軽減策の取組み状況等  
・勤務医負担軽減策の取組み状況およびその効果  
・鵜持分担の状況およぴその効果  
・医師の処遇改善等の有無 ／等  

○裸樹等  
・今後の沫朋 ／等  

書触回収事   
44．8％   

医師★佳肴調査   2．j指9  

医師調査   4，227  ■触回収■      施設瀾雇  51（I  
○農本属惟  
・性別、年齢、医師経験年数、診療科、勤務形胤 役職 ／等  

○勤務状況  
・実動掩時間、外来診轢担当の有無、当直回数、連続当直回数 ／等  

○業務負担の状況等  
・負担が曳い業務およぴその割合、業務負担の変化 ／等  

○勤務医の負担軽減策の取組み状況等  
・勤務医負担軽減策の取組み状況およぴその効見  
・業務分担の状況およぴその効果  
・医師の処欄改眉牒の有無 ／等  

○祝勝等  
・今後の課眉 ／等  

※施設調査の回収数は526件であった。いずれの施設基準についても届出がないと回答があった   

施設要を無効票（10作）とした。  

＃医師■住着調査の回収数は乙774作、医師調査の回収数は5．574件であったu 両調査とも対象   

病院における勤続年数が】隼未満もしくは無回答のものについては無効票（医師キ佳肴調査   

‖鳩件、医師調査．943作）とした。また、この他、施設票の回収がなかったものおよび施設   

繋が無効となったものは無効票（医師♯作者調査：251件、医師調査・404件）とした。  
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施設基準届出状況別施設故についてみると、r入院時医学管理加第」「医師事務作業補助  

休制加算＿ おょび「ハイリスク分娩管理加算」の3つの施設展準のいずれも届出をしてい  

るという施設は95％（49施設）であった。   

嵐も多かったのは「医帥事務作集補助体制加算のみ届出ありご（372％、192施設）であ  

り、次いで「ハイリスク分娩管理加眉のみ属山あり」（引R％、lふl施設）、「医師事務作業  

輔助体制加傾とハイリスク分娩管理加算の届出あり」（167％、8‘施設）となった。「入院  

時医写■管理加算のみ届山あり」は04％（コ施設）と最も少なかった。  

国璽3 施設基準届出状況別施設数  

（2）施設調査  

【偶査対象欄】  

・・ゝ ・・1・・・い  
鳳のい伽〝）施設脚届睨ている、す′棚卸院川施  ト∴ ∴∵∴ ∴、l、l…l i 芸ご l  

幸≡三芸≡一芸慧：哲郎  

（到魁設基準の届出状況   

施設羞準の届出状況に／）いてみると、「人冤時医学管押加算」〝）「届什をLている」とい  

う施ぷ圧土日」％（74施設）、「［吏帥軒席作業補助体制加算」の「胤11をしている」放一設は657り′い  

（り9施設）、「ハイリスク分娩管理加算」の「属目をしている．施設はbO1％（310施設）  

であ′〕た． 

図表2 施設纂準の届出状況（∩ニ516）  

○ヽ     20ヽ     4（h     机     80ヽ    1m  

入院時医学管】垂加嘉  

医領事ふ作纂補助体Il加暮  

ハイリスク分娩管理加暮  

□現在は届出なし．今後届出を行う  

ロ■回答  ■届出をしている D届出をしていない  

②施毅の■惟  

1）開設主体   

開設主体についてみると、全体では「医椀法人」（312｛払1が最も多く、次いで「公立」  

（253％）、「公的．（】47％）となった小   

「入院時医学管哩加革」の届出施設では「公な」（31Ⅰ％）が風車」多く、次いで「公的」  

と「医療法人」（いずれもZO3％）とな／）た。√医師罫務作業補助体制加算」の属目施設で  

は「医療法人」（3R6％）が最も多く、次いで「公立＿（24R％）、「その他の法人ノ（159％J  

となった。レ、イリスク分娩管搾加軋 の届出施設では「公取（274％）が風雪j多く、次い  

で「公的」（197％）、「医療法人」り48％）とな′〕た。  

図表4 開設主体  

0ヽ      2（〉ヽ     …     80ヽ     80ヽ    1∝〉ヽ  

2）許可病床数   

許可病床数についてみると、全体では r500床以上」（31罠％）が最も多く、次いで「3馴）  

床～499床」（29－8％）、「20（I床～299床Jr126％）となった。なお、平均は4（拘9床（中央  

値354．5）であった。   

「入院時医学管理加算」の届出施設では「500床以上」（514％）が最も多く、次いで「300  

床～499床」（419■‰）となっており、許可柄床数の平均は52g－6床（中央値500．0）と大規  

模の病院が多かった。「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では「邦0床～499床」  

（33〕l払）が最も多く、次いで「500床以ト（206％）となり、許可病床数の平均は342－4  

床（中央値1070）であった。「入院時医学管理加算」およぴ「ハイリスク分娩管坤加算」  

のノ射11施設と比較すると、人規模病院の割合が低かった。「ハイリスク分娩管増加順一 の属  

目施設では「500沫以上一（506％）が最も多く、次いで「300床～499れ（32）－施）となり、  

許・う丁病床数〝）平均は5Ⅰ90珠（中央値5000）と大規模の病院が多か／）た。  

図表5 許可病床数  

0ヽ  201     ヰO1  80ヽ      8（れ     1肌   

全体  
（n＝510）  

入院時医攣管理加∫  
届出施設（n＝74）  

医師事務作■補助体制  
加責届出施設（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（n二3日〕）  

臼公立  口公的  
口個人  

■国立                   ■社会保検関係団体 口医療法人       ■学校法人      ●その他の 法人    ロk回答  

（汀）裡敦の施設基準の尾州を子J／）ている施ぷがあるた〆）、各施正貨歳準ノ川こ′′し敦J）和け？車  

のサン7ル数と致し′Jし、（以卜、り」様 

ガ参考∵閤ほ＝体の内訳  

人労働葛健康毎払掛構 そぴ）他（l］）   

国立  厚勺ミ労働省、独、ンニfr政～ノ：人用、Lli郁完繊構、小1′一人7r上人、触、‘′＿了りセIJ、      公立  都道府牒、市町村、聴力‘I虫宣子】政法人  公的  】l本赤トト杜、7斥′】二ご‡、北海新社会ヒ拝業協会、仝It川㍗上県登用紬現出合   連合会、周【（健康保険川休連どチエミ  社会保険関係摺体  令【i」社会保倹脇三：逓汁会、悍′ト年令事業振興けし 観‡Ei保険ごさ、鯉味付   険組合お土〃そノ）遁r「会、牲済蕪lし合∫㍉Lりその連合ニ、同比艇牒保陳   組合  その他の法人  上さ益子j：人、ネヒご雷銅山供人、作詞㌢＝毯、∴刊、そrノ相互ハ7ノ人  



4）救急医膚体制   

救急医療体制についてみると、全体では「第2次救急」（るβ．R％）が最も多く、次いで「救  

急救命センター」（171％）、「地域周産期母子医療センター」（15．コ％）、「総合周産期粒子医  

療センター」（9．l■姑）、一高度救命救急センター」（2．3％）の順〉Pあった。  

図曇7 救急医ホ体制（複数回答）  

0．O1  2001 10．0t  80．仇  80．0ヽ l∝l（粍  

3）ホ焼穫別   

病院の種別についてみると、「特定1機能病院」が93％、「地域医標支援病院」が18只％、  

「小児救急医療拠点柄院」が3．9％、r三徒事拠点嫡院」が370％、「がん診療連携拠点病院」  

が29．7％であった。   

「入院時医学管理加算」の届出施設では、「地域医療支援病院」が4g‘％、「災害拠点柄  

院」が54】％、「がん診療連携拠点病院」が5幕．1％と指定を受けている割合が高かった。ま  

た、「ハイリスク分娩管理加算」の届出施設では、「災害拠点病院」が53．2％、「がん診療連  

携拠点病院」が46．5％と指定を受けている割合が高かった。  

図表8 病院種別（複数回答）  

0．0ヽ  2001 40肌  印．0ヽ  80（h l00（汽  

♯2次救急  

救命救急セント  

高度救命救急セント  

総合用度期母子臨■セント  

地墳用度期母子臣■セン，－  

モの他  

■回答  

特定機能■幌  

地媚臣膚支擾■l扶  

小児た魚匿★拠点■枕  

災書換点事l陵  

がん鯵♯連携拠点■快  

D全体  ■入院時鑑宇管理加事  
（∩＝5川）  届出施t受（∩＝74）  

■医師事務作■補助体鴨⊂いイリスク分娩t理加暮   
加暮届出施設（∩＝339） 届出施設（n＝310）  

5）DPC対応   

DPCの対応状況についてみると、令体では「DPC対鋲病院」が49．2％、「DPC準備病院」  

がユ0．4％、「対応していない」が174％であった。   

r入院時医学管理加算」の屈指施設では「DPC対象病院」がる雷．9％と高かった。また、「ハ  

イリスク分娩管理加欄」の届－H施設でも「DPC対象病院」が590％と高かった。「医師事務  

作業補助体制加算」の届出施設では、他の2つの加算届出施設と比較すると、「DPC対象病  

院一の割合は457％と低かった。  

図喪8 DPC対応  

肌    2（粍   101   机   80ヽ  l∝札  

6）標拷している診療科   

標傍している診療科についてみると、全体では「内科」（94－6％）が最も多く、次いで「整  

形外科．（919‘払）、「外科」（90．9％）、r泌尿器科」（82．4％）、「小児科」（RO．4％）となった。  

飼養9 欄持している診療科（複数回苔）  

■入隋晴匿攣管理加■  
届出施t史（l一丁4）   

■医師事震作▲礪肋体制  
加暮届出施拉（n＝ユ39）   

ロハイリスク分娩管】璽加算  
届出施設（nこ31（り   

全体  
（n＝518）  

入院時医学書環加算  
届出施設（n＝74）   

臣節事精作集1一助体側  
加算届出施l受（n＝339）  

ハイリスク分娩管理加井  
届出施設（∩＝3川）  

■DPC対■ホ悦 ロDPC攣■■院 口対応していない ロー回書  

■一  丁▼rT  



8）勤搾医負担軽減対策計画の策定状況   

凱種医汀紗隠姐甘乳紬斬ガ阻．王状7兄についてみると、仝†本では「既に策定眉崩＿か574■舛）、  

l現在策定坤てあろ」ガ1571シ；，、「躯定↓ていない、ノバより咽であ／ノた   

ぐ人矧持医ヴ聞牒加算（／細川1施設では「既に確定牒み＿ が7R4≠，てあり、「現在策定Il■  

ごあろ．か川R（兄，、「策足してい／〔い」が6甘％とな／〕ており、他〝）ヱ／）の仇腰細diJ11施設  

と比較すると、「既に策定済み ソ）割含が高か／）た 

図栽11勤務医負担軽減対策計画の策定状況  

（凡    20ヽ    40ヽ    6仇    80～   1肌  

7）24時間の診療体制零   

封日射神山診癌休㈲周．二′）い〔ノ←／ン∴ ノ・休こ＝㈹軋・畑野ヰJ；貨耶 ′っこふろこしい）巨ノ答  

けり05り′んであ／ノ仁 二（／）他、㌧小畑湖山両傾げ溝川＝叶／什かろ い）l口答r16ヱ6′方i，、／フィ時  

F現しノ礪痛照珊L H70り‖1．、「ヱ4町粧／－調剤体1■り ≦亡く99‘′1，こ方〕ノ∴1   

く人；；1▲び宥医1・Ⅵ′理加算∴ い．1i．＝血裁こ【し†ゝ体や他げ）2ノ）ノ巧‖萌し叫t＝量1胞▲i昔士比較し  

ご、いずれい診塘作≠憮∵Jいても恒！答割合サl如レJ  

国表10 24時間の診療体制等（複数回苔）  

0〔汽  200ヽ  40Dヽ  600ヽ  aOOヽ 1COOヽ  

全体  
（∩＝518）  

入院時医竿管理加丁  
届出施設（n＝丁4）   

医師事農作業補助体欄  
加井届出施設（n＝339〉  

ハイリスケ分娩管理加算  
届出應股〔ハ＝ユ10）  

地域連携至の設廿  

24晴仰の画像診断体制  

24時間の検査体粛l  

四時間の鋼刑休欄  

無回答  

■既に策定済み ロ現在策定中である □策定していない ロー図書  

■入院時医学管嘩加■   
届出施設（∩二74）  

■医師事務作美補助体制 ロハイリスク分娩管理加井  
加書届出施設（汀＝339）  届出施設（∩二310）  

10）平均在院日数、紹介卒、逆紹介串   

病院全体〝〕、†′均在院l】奴に／〕いてみると、全体でほ、平成19隼tO月が、】′絶＝ほJ【」、F  

成20年10月が1R4Flと031Jの短縮であったが、中央値でみると、15b［】からt49日と  

07【】短縮Lた  

図表14 病院全体の平均在院日数  

（掛は：軒  

9）診療録t子カルテの導入状況   

診療録電J′カ′レテの尊人才人7兄に／ノいてみると、「埼人している」が4441㌍）、「蛸人しこい  

ない」が550％であった   

診東銀■起イ・カルテを「華人している＿ とl珂答した229施．役におりろ堵人峠動こついごみ  

ろと、トl三成1R牛」（179％）が最も多く、次いで卜†′成1（）f【（H＝㍗ふ、トlノ破20J†川碑  

（】4ヰ一宮））、「ヤ成t9隼（1）5（沌）であり、げ了ノ／〕きがみられた∪  

図表12 診療鐸電子カルテの導入状況  

0～  20ヽ  4仇  60ヽ  80＼  1∝〉＼  

ギr、章、Llナ，   頑紺  こ：聯■謹 こ、㌻－こ」■鰍  hき義畑〕  、 

李休  50l  19句三川月  用．7  2j．0  40コ．0  －  15．6  
50l  20隼10Jj  lR．4  ココ．】  40ユ．0  4．】  】4．9   

入院時L・た′－≠管理ノ」l】      75  lウく巨10J】  15．1  3．王  23．b  R－7  り．b  
】出施▲i辻  丁5  コ0隼101J  14．7  ユ．0  Zb－b  Rb  14．j  

j二〉R  19什10〃  コ0．4  2R0  40：Z0  6．9  15．S  
1コR  ユ0牛用月  コ0．1  ：R．】  40：〉．0  ら．7  15．1  

管    307 F19隼10月   t（〉．】  17．7  j13．b  49  14．b  
n＝土jO7  ヱOi巨10日    15．7  17．5  jO8．5  4，】  14．4  

＝1〉竹」tlりiト川り＝ゝLぴ十戒ZO咋10j＝／）l両時．▲∴】、に／）いて言己戦があノノたもげ〕左イ】効Ll】」苓：とし 

て集計しノた  

蝿病棟げ）、I丑山㍍量‖放∵／）いてみろと、仝†本では、ヤ成19隼10Ilが、I′均157Fll  

成20隼ト0月が15〕【】ヒ04とけ沌摘音てあったが、lい肘蹟でみると、149トlかじ，143†】と  

06Fl如縮した  

図表15 一般病棟の平均在院日数  

（吋一立】＝  

しヰ      ・：；車軸誓  ．ゲ占■■き‡； さ、■▲∴∴  譲葉婿ミ  ；－≠革賢  一1 ク玩▼、．  辛休   n＝50：：  19勺  10J］  －57  り．只  jl二ち．b  4．9  14．9    n＝502  コ0く  10J］  153  13，6  30R．5  4．1  】4．j    情医学背理加 州胤設  n＝7l  19†  10Jl  14．5  2，6  ユユ，5  R，7  14．j    n＝71  20†  Ⅲ‖  14，0  2．5  三っ．：  R．b  l二i．雫    針路作業瀾凋 加柱届出飽満  n＝ユニR  1ウイ  10月  沌．3  lb．9  j【j．b  6．9  Ⅰ5．0    n三㌢jヱ只  ヱ0｛  10月  15．9  ●  う08．5  6．丁  】44  ハイりスウ分絢爛 理加算力1冊施．没   n＝jOユ  19i  10J」  15．j  lT，5  31二！，b  4．9  14．2    n＝〕03120fI二10J】    14．9  17．2  jOR5  4．1  】4．0   
ロ平成16年   ■平成1丁年  

■平成20年以降 D≠回答  

州）、1旬吏1ウ（t10月J∴LUい作成∵Ofl10J持つー岬Iもぐ∴に／〕いて言」戦があノ）た史jのをf】功一‖一茶と  

して生計Lた   

・猿人仙は障害石地．1貨等人ドノこ基本f＋等丈は特殊疾軋病棟人院料等病棟沸朋党人院料を算定  

jろ病相沌1巨‾る私設   



紹介率についてみると、全体では平成】9隼IO月時点で平均4ユー0％であったのが、平成  

20年10月時点では44．5％と上昇している。また、中央値でみても、40一采％から43．0％とと  

昇している。   

平成20年10月時点の紹介率についてみると、「入院時医学管理加償」の届机施設では、  

平均572％く標準偏差IRユ、中央値5訊．5）、r医師事務作業補助体制加算」の屈Ⅲ施設では  

平均42．4％（標準偏差22．3、中央偵40．9）、「／、イリスク分娩管理加腐」の届出施設では平  

均50．0％（標準偏差209、中央値5】．3）となっており、入院時医学管理加算の届出施設に  

おいて掛こ紹介率が高い結果となった。  

図養16 紹介串  

（単位：％）  

11）一般病棟の入陳▲本料区分   

一般病棟の入院基本料区分についてみると、全体では「7対Ⅰ＿ が55．6％、「10対1」が  

393％、「り対1」が3．5一弘であった。   

「入院時医学管理加算」の届出l施設では「7対1」が7）0％、「10対1」が27．0％、「医師  

事務作業補助体制加算」の屈川施設では「7対1」が504％、「10対l」が437％、「ハイリ  

スク分娩管理加算」の届出施設では「7対＝ が65．5％、「10対】」が32．3％であった。  

国璽18 一般病棟の入院基本料区分  

Ol l肪 2帆 3仇 40ヽ 501 8（粍  701 8（汽 抑 t（X粍  

】・澤遜．・、鞄…至    1ム説ム  潔新二r㌢t     ★  ＿．L’▲▲r、r′ r  ．ぷÅ云∴曳  猫．    全体  n＝45】   19  一 ・  4コ．0  2l．7  】00．0  0．0  40     n＝45l   20‘  IO月  44．5  22．4  tOO．0  0．0  43    入院時医学管理加 算届田地設  m＝67   19  10月  i6．0  柑．l  97．～  14．5  55     爪＝67   20  】0月  57．2  18．2  90．l  1R．R  5R    医師事務作業紳助 体制加算届出施設  nヱ294   19  相月  4l．1  2l．9  tOO．0  0．0  j9．2   n・‘294   20（  10月  4：！．4  22．3  100．0  0．0  40．9  ハイリスク分娩管 理加嘗届出施設  n－2貪2   】9  】OJ】  48．】  20．3  】00．0  0．0  4R．ヱ   nt2R2   20  IO月  50．0  20－9  100．0  0．0  5i．3  
全体（∩＝5t8）  

入梶時医学せ哩加暮  
届出施股（n＝7ヰ）   

医師事務作集補助体椚  
加井届出施股（n＝339）  

ハイリ入ク分娩管理加∫   
扁出施設（n＝310）  

逆紹介率についてみると、全†本では平成19年」0月時点で平均3l．】％であったのが、平  

成20年10月時点では14．3％とと罰している。また、中央値でみても、26．る％から29．9％と  

上昇している。特に、「入院時医学管理加算」の届出施設では、平成19年10月時点では平  

均4ユ．2％（標準偏差22．1、中央値朝．2）であったのが平成20年10月時点では、平均493％  

（標準偏差24病、中央値4耳．2）と大きく上昇している。r医師事務作集補助体制加乳の届  

出施設、「ハイリスク分娩管理加算」の届出施設では、平成19年10月および平成20年10  

月時点で30％台であり、「入院時医学書理加算」の届出施設と比較すると、逆紹介串の水準  

は高くはないものの平成19年10月から平成20年10月にかけてのⅠ年間で上昇している。  

囲義17 遭紹介串  

（単位・％）  

■7対l  ローO対一   口13対t   ■t5対1  日無回書  

（注）「特別入院基本料」の施設は睦当がなかった。  
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†2）叫柵■繍の入牒轟本科区分   

績神柄珠を有する105施軌こついて精神病欄の入院基本料区分についてみると．全体で  

は「10対1」が7．6％、r15対】」が片6．7％であった。  

「入院時医学管理加算」の届出施設（17施設）では、「相対1」が5．9％、「15対1」が  

耳8▲2％、「医師事務作業補助体制加算」の届出施設では「10対1」が川．窮％、「15対1」が  

き‘5％、rハイリスク分娩管理加算」の届出施設では「10対1」が8．‘％、「15対1」が紬．0％  

であった。  

四♯柑 精神■檀の入陳暮本科区分  

01     m     ■仇     仰     8肌    1（仇  

13）■▲■   

平成20年10月におけるⅠ施設あたりの職員数（常勤換算）についてみると、「医師」は  

平均9g．5人（標贈偏差t20．1．中央依56．9）、「歯科医師」は33人（標準偏差‖．7、中央値  

0．0）、「看護師・保健軌は平均2烏7．2人絹準偏差223．g、中央値233．5）、「助産帆は平  

均14，2人（標準偏差16．1、中央値12．0）、r准看護肺」の平均は15．9人（標準偏差15．7、中  

央値11．3）、「薬剤師」は平均16．】人（標準偏差‖．2、中央値ほ劇、「技師」は平均60．2人  

（標準偏差52烏、中央依49，l）であった。   

医師、看護師・保健師を始め、助産師、薬剤師、技師の人数（常勤換算）については、  

平均値・中央値ともに平成19年10月時点と比較すると増加となった。  

回ホ20 tÅ散（♯勤換井）  

（単位：人）  全体（n＝105〉  

入複縛筐肇瞥理加■  
届出施設（∩＝lT）  

匿■事ホ情義■れ体側  
加■届出▲設（∩＝3丁）  

ハイリスク分娩t礫加■  

雇出施投（n＝93）  

歯科医師   3．3  14．l  197．月  0．0  0，0  

着弾師・保健師   277．7  214．S  】，072．0  1．0  227．2  

助産師   13．3  15．0  1gl．る  0．0  ‖．0  

平  lも．R  1も．5  99．4  0．0  】2．2  

薬剤師   15．7  12．9  郎．0  1．0  12．4  

戚  5臥0  5】．4  443．0  0－0  4辞．0  

19  】15．0  92．0  7ふ6．9  0．0  94．3  

年   595．0  453．‘  3，04宍．0  44．2  4g2．】   

月  98．5  1二≧0．1  799．6  3一害  5る．9  

平  3．3  13．7  192．8  0．0  0．0  

有言射姉・保健帥   2祭7，2  223．月  1，074．I  】．0  233．5  

成  14．2  】る．】  Ⅰ9辞．6  0．0  】2．0  

】5．9  15．7  96－4  0．0  ‖．3  

20 隼  1（〉．1  1：事一2  83．4  】．0  12．月  

10  60．2  5二！．8  43g．0  0．0  49－1  

月   l柑．4  94．4  未汽9．】  0．0  98．5  

合計   613．g  470．5  ユ．060．0  4（）．7  4貧5．5   
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■10対1  □15対1  □特別入焼暮本♯   ロー回書  

（注）・精神病床を有する105施設を対象とした。   
・「lも射り「2D対IJは沙当がなかった。  

（注）平成19年10月および平成20年10月について欠損値のない504庵政を対象こ、  

集計を行ったく   
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14）医師事株作兼補助者   

r椚而平射1業輔助体制加臥 C引パ＝11出ち亡び）如何にか乃・わ・■Jサ、【…】湖附1三業補助占u「）  

f！一軒二ついてたザわたところ、「（医師弥発作菓補助首がlいろ」とい】‾）l軒答が7ユ只－：イ．、l医  

師事務作業補助者lt）い／亡いが、午後、確保・採用一定」がt】2一シZ，「＝雄和野路作牒溝川恒  

‘t）い／こい」か130－ライ）てあったご   

「＝吏師事務作業補助者が）いるノ とlnl竿Lた施設におけろ［射l†了射き川二巣補助者数（常軌  

換罷）に／〕いてみると∴、′均は65人（標準偏差RO、11り1伯40Jであ／）た  

図表21医師事務作業補助者の有覿  

仇  10ヽ  20ヽ  ユ0ヽ  ヰ0ヽ  5（汽  8仇  70ヽ  80ヽ  90ヽ 1（Xh  

15）MSW（医療ソーシャルワーカー）   

MSW礪牒ソいシヤ′レワ←－カーー）のす】‾無についてみると、「（MSW（医療ソーシャルワーー  

か－）が）いる」が922（施、r（MSW（医療ソーーシヤ′レワーカー）は）いないが、今後、雑  

作・採月＝h邑 がl．9｛舛）、「（MSW（医療ノーーンヤ′レワーーカー「）は）いない」が52％であ一）  

た∴  
「（MSW胚療ノーーシヤ′レワーーか一）が）いる」と回答した施設におけるMSW（医療ソ  

ーーシアルワーーか一）の人数（常勤換算）についてみると、・ド均は30人（標準偏差20、り  

央値29）であった。  

図表23 MSW（医療ソーシャルワーカー）の有九  

0ヽ  l（h  20～   701  80ヽ  肌 l（仇  

L矢師事麻作業補助者（人）  

（往）医師事務作業捕軌古がいるという【l澗・があ′Jたユ81仰ノ）うら、人数がイ珊だったI7作を  

除くj64件を対象に集計を行った小  

（往）MSWがいるという回答があった47b件のうち、人数が不明だった16什を除く4（畑作  

を対象に集計を行った（  

21  22  

16）病院ボランティア   

柄院ボランティアの有軌こついて．礼ると、「（病院ボランティアが）いる」が5701‰、r（鳩  

院ボランティアは）いないが、今後、確保・採用了・右」が79％、「（柄l堤ボランティアは）  

い／亡い」が312％であった   

「（稀院ボランティアが）いる」と［回答した施設における病院ボランニチイアの人数（美人  

敏）の平均値は）90人（標準偏差515、－†■央値210）であった。  

図表25 病院ボランティアの有ホ  

②患者数専  

1）1か月の外来愚書数   

平成20年相月lか月間の外来患者数についてみると、1施設あたりの「外来患者数（初  

診）＿ の、¢均は2，0539人（懐準偏差1．395R、中央値1，7600）、「外来患者延べ人数（再診）」  

のさlえ均は16．7779人（標準偏差12，690〕、中央値t4．33gO）であり、平成19年IO月時点と  

比較すると、初診・再診ともに外来患者数は減少となった。   

また、平成20年10月1か月間の「救急搬送による外来悪者延べ人数」は2422人（標準  

偏差4177、中央厘＝100）であり、ヤ刃19年tO月時点と比較すると124人減少している）  

仝外来患者数（外来患者数（初診）十外史悪者延べ人数（再診））に■上】める、このl救急搬  

送に上る外来患者延′＼人数」の割合（⑤）をみると、－ド戚19年10月おょび平成」0年10  

月のいずれも13％となり、変化けなか一jた【   

さらに、、F成20年tO月トか月間の「選定療養〝）美津徴収を子丁／）た患者数」をみると、  

－「頗154只3人（標準偏差57る．2、【い央伯4905）であり、平成19牛用月と比較すろと封」  

人の減′レと／亡／つた。r外来息古致（初診）」にノ寺〆）る、二の「i墾1f療美の実費徴収をけった  

軋古散．リ〕割合（㈲）をみると、頼長19年」0千では27ll払であ／〕た♂）が、平成20咋10  

月ては267％一とやや低卜している  

図喪27 1か月の外来患者数  

（単位 人）  
病院メランブィア（人）  

（汀）柄院ボランティ7甘いるというIL一作；があった294件の・1！J、人難がトl判た／ノたう二†′rノ．  

砕く2㌫什を・姓釦こ集計を子丁／〉た、  

た恕を散   
浣蘭′′（〔1ニト十②）     ＝479  19i  tO月  t．3％  

＝479  20キ  10月  t3％  

番）：カノ′【 ＝450  19〈  1011  271％  
ニ450  20て  10月  2（）7％  

（汗）外来魁音数（初診1、外来患者延べ人数（醇診）、救急搬送による外来患者建′く人数について、   

・†′り父19年10ノけゴ上び・和矩20勺 川りに／ノいて回答が得仁）れた479件を対象に集計を行った 



蔓）病院勤務医の状況について  

1）常勤医師敵   

中†J父20隼10月における常勤慨劇の1施設あたり、l7均人数について、診療科別毀女肌一夫  

人数をみると、「病院仝体の牒朝」では「升性」73る人、r女刊」164人であった。同様に、  

「内科の医師」では「耶「Ⅰ■＿175人、「女什＿34人、「精神科の医師」では「男竹」l．7人、  

「女作＿03人、「小県科の牒帥」では「男性」4－0人、「女作」15人、「外科の剛帆 では  

り川一 94人、一女作」08人、Ⅷ刷磯外科の医劇」では「朔欄」2．7人、「女性」02人、  

「整形外科レ「）酎れ で止「ヲJ性」51人、「正作」02人、「慮科・席婦人科の医師」では「労  

作一 30人、「女什．i5人、√紋急．科のIk師」では「男M」1．R人、「女什」02人、「その他  

川風牲 では「野竹一2只．1人、「女M」只2人であった，なお、ヤ成19隼と比較すると、増  

加幅（t少／亡いぃハの相加となった診療科が多く、横適いはあっても減少とな／⊃た．珍繚料は  

みられなかった【  

図表29 常勤医師数1施設あたり平均人数（診療科別男女別 実人数〉  

（l酢〉二 人）  

2）1か月の入l味患者数  

、陶史20隼】0月lか月間の入院患者散に／）いてみると、＝私設あたりの「新規入院憩石‘歓▼  

は、ll均6ユ4．7人（標準偏差咄＝）、Ir■央値549．0）であり、「救急搬送により緊急人院した唐  

音数＿ は平均仇‖人（標準偏差905、Ir】央値る70）であ／〕たい 可（ゎ史Ⅰ9隼10Jlと比較する  

と、、ド均値ベー→スではい■rれも増加となった。   

また、－I三成20f‡三tO月Ⅰか月間の退院患者数に／〕いてみると、1施設あたりの「退院魁者  

数＿はてl仁均635．3人（標準偏差≡459．0、【P失依5510）、「診療情報提供料を算1iごした退院憬老  

数」は平均137．0人（標準偏差1522、【丁】央値只9，0）、「軋怖が治廟であり通院〔／右g、要の／ごい  

退院患者数」は平均57R人（標準偏岸1072、【†－火値20．0）であった、、ド成】9隼】0月と比  

較すると、いずれも相月Ilとなった。特に「転帰が治癒であり通院の必l基ヲ〝）／こい退院乳首数  

〃）増加＝よ大きく、退院似せ故に－1iめる割合をみても、、n成19年10月には72‘〉f，であ一）たの  

が月勺友20年10月にほ9I％と上汁しているい‘   

さらに、中】丈20年10月1か月間における一月東庄慌患者数」に／）いてみろと、Il′均3132  

人（標準偏差2】37、中央値2710）となっており、、I用＝9咋10月と比較するとやや減少  

している∪  

図表28 1か月の入院患者数等  

りIt位・人）  

病院全体の医師  7】．R  15．2  7二）．る  】64   

内科〝   ）欠伸  】7．1  3．2  17．5  3．4  

（／刃衷師  0．3  l．7  0．1  

の医師  〕．り  t．4  4．0  t．5   

外科の医nlli  9．4  0．R  9．4  0．只   

脳裡鍾外科の医師  2．7  0．Ⅰ  2．7  0．2   

整形外科の医師  4．9  0．2  5．l  0．2  

・鹿婦人科の医師  2．9  】．4  3．0  l．5  

科のl史帥  l．7  0．2  t．只  0，2   

その他の医師  ■  7．る  2究．3  R．2   

里耶F告  

の新規人院患者数  R只  19  0月  6ユ】．4  457．6  2，595．0  j§．0  54（）．0  
n司R買   20勺  0月  6ユ4．7  4（）】．0  2，619．0  jR．0  549．0   

②救急搬送により緊急人  
院した患者数   n＝ミ444   20勺  0月  9（）．1  ウ0．5  5RO．0  0．0  67．0   

③退院患者数   n＝4只R   19  0月  61】．ユ  43R．R  2．50】．0  19，2  5二17．0  
n＝4RS   20  0月  635．j  459．0  2．592．0  4：≧．0  551．0   

④言争噂捕縛提供†＋を好走  

した退院患者数   n＝3持7   20  OJ］  lj7．0  152．2  l，0：！7．0  0．0  S9．0   

（勤鮎帰が治濾であり通院  

の必要のない退院患者数   

⑥月末在院患者数   nE4員R   19  0月  黒0，ヱ  2】R．8  1，lR5．0  R．0  27l．5     員R  20†  OJ】  3】3．2  2り．7  】，OR5．0  17．0  三7l．0   

（注）欠相偶のない4ヰ4作を対象に生計を行／〕た  

（注）新規入院患者数、退院懸者数、J】来在院患者数について、平成19年IO月および平成20年10  

月分の回答が得られた4R8件を対象に集計を行った 

平成20年IO月における非常勤医師（当抜施設に掴24時間以上勤務する非常勤医師）の  

Ⅰ施設あたり平均人数について、診療科別男女別実人数をみると、r病院全体の医師」では  

r男作」162人、「女惟」6．る人であった。l■司様に、「内科の医師．では「男性」39人、「女  

性」1．3人、「精神科の医師」では「男M三」0．6人、「女惟」0．3人、「小児科の医師ノではl男  

椎」0．g人、r女性」05人、「外科の医師」では「升ドL2．5人、「女性」04人、「脳神経外  

科の医師」では「男性」0．5人、「女惟」0．0人、「矩形外科の医師」では仁升阻 0－9人、「女  

性」0－1人、「産科・席婦人科の医師」では「男惟」05人、「女作」0．5人、「救急科の医師」  

では「男性」0．3人、「女惟JO．1人、「その他の医師」では「男仲」62人、「女性」〕．4人で  

あった。なお、平成19年と20年の間に急搬な欄減はみられなかった。  

図表30 非常勤医師数1施設あたり平均人数（診療科別男女別 実人数）  

（単位：人）  

2）当直回数   

平成20年】0月における診療科別常勤医肺1人あたり月1／均当直回数についてみると、  

「病院全体」では2．35回、「内科」では2．I9担】、「精神科」では129回、「小児科」では3．04  

阿、「外科」では2．26軌「脳神経外科＿では2．53回、「幣形外科」では1．92回、「産科・廃  

城人科」では3．6g回、「救急科j では3る7恒】であった。最も多いのが「産科・産婦人科」  

で、次いで「救急科．、「小児科」となったが、これらでは月、ド均当臆回数が31可以上とな  

った．、F成19年10月と比較すると、月平均当直回数が増加となった診療科はなかったが、  

わすか／亡減少にとどまった。  

図表31診療科別 ♯勤医師1人あたり月平均当直回数  

巨1  

0（】O     一問    2．00     3．00     tOO     5（氾  

珊洞関配  簸て 

．鱒駒ー柑  農  ：事鷹ヨめ  椚ず1㌘華    明朗数‘チ  左ン魔髄鉾  五男性i′て  ／㌣女性．芸ご＝  病院全体のl矧師   柑一0  ¢一2  16．2  る，6   
内科の医師  4．0  Lユ  3．9  I．ユ   

精神科の医師  0．6  0．3  0．6  0．ユ   

小県科のl実姉  0－7  0，4  0只  0．5   

外科の医師  2－4  0，4  2．5  0．4   

脳神経外科の医師  0．5  0－0  0，5  0，0   

整形外科の医師  0．9  0．l  0．9  0．l   
席料・塵婦人科の医師  0．4  0．ヰ  0．5  0．5   
救急科の医師  0．3  0．l  0．3  0．l   
その他の医師  ●  3－2  る2  3．4   

病院全体（∩竺370）  

内科（n＝r‖）  

精神科（n＝川7）  

小児科（n＝303）  

外科（n＝395）  

脳♯軽外科（n＝289）  

讐形外科（∩＝351）   

産科・産岬人料（∩＝ヱ93）  

救急料（n＝133）  

その他（n＝370）  

（江巨欠塘値のない加点作を対象に収益を行った、   

・木調森では、潤24時間以上、当∂兵施設に勤務する非常勤l吏師にー艮定しノている 

（往）中近け隼＝＝けりぴ、I（成20隼10〃と卓，言己敲のあ′Jた諮埴科摩肺の－平均当此回数を対  

象とした 
・】ヽは施設数である｛ 

‾【‾－F  



3）連続当直合計回数   

ヤ成20年10月における診療科別1か月あたり連続当底合計回数（常勤医附について  

みると、「病院全体ノ ではLl一軒「ト1再こ－」では092軋「楕神科」て烏0〕5回、「小黒科一  

でlま】01回、「外札 て；tlOO匡、「脳神経外軋 では0691珂、「整形外科＿ ては041ln；  

「席料・席婦人科一 て圧1401軋「救急軋 で王土160l口1であった。慮ヰ，多かったのはl救  

急科 て、次いで「雁科・噴婦人科＿、「小児科＿、「外科．となり、これ仁jの言を扮科では連  

続、う血合計lnl敦の、l′亮ノは11可を超えた   

平成19隼10月と比較して増加と／ごった診療科は「救急科」（増加分015し瑚、「構神軋  

（ト司01州、「外科＿（い＝）0月rnl）、「整形外科＿（‖002阿）であ一）たが、いずれも微増で  

あ′Jた  

図表33 診療科別1か月あたり連続当直合計回数（♯勤医師）  

中∫k20隼10Ilに釦「ろ．熱願科別井牒’利けこ師】J＼ふたり．【1、」7町Lう止l‖1故に／）いてみる■ノ  

r榔完仝†本て＝」00†∩】、「内科 で‡t＝河巨畑「精神科．でけ190回 トノLユ科 こ‖∴＝㍍  

軋「外科＿ でけヱ57軋 川【神棚外糾 ：11ヱ97【∩】、僧形外科 で‡［210回、「席料■塵  

婦人軋 でけ370ln】、「救急、村 でけ2りt申1でケ）りた   

ほとんけり）診牧村て1ユ、l′成19く110Hと20隼】OJl〔ハ問【こ急激れ明津机右左㍉1／亡いが匪  

ユ料」によういて（t、】71JE】9〈トと比糾して月、【り甘約1「軸り減少二／ごノ〉た こし′）他、「・」川・  

で卓）月・ド某」、11丘【珂放は減少している I／ノーに1りiIlO Hと比較し⊂憫ノ」1】したの‖「脳神経外  

科」（㈹加分は025回）、「外軋 州0】6【珊、「整形外科」（0】4剛、「梢神軋（004州  

であ一〕たい  

図泉32 診療科別 非♯勤医師1人あたり月平均当直回数  

回  
000    100    2（X〉     300    」I（巾     5（X〉  

ホ院全体（n＝l18）  

内村（∩＝77）  

lI神村（∩こ34）  

小児科（∩＝42）  

外科（∩こ80）  

騒神経外科（∩＝33）  

を形外欄（n＝46）   

産科・産■人科（n＝4g）  

触急栴（∩＝lり  

その他（n＝8丁）  

痛味全体（∩一258）  

内科（∩＝206）  

精神科（∩＝96）  

小児科（∩二189）  

外科（∩＝207）  

6字l緩外科（∩＝り2）  

整形外科（∩＝183）   

産科・産≠人相（n＝183）  

鵜島科（∩＝77）  

その他（■ド194）  川三い・F成19年10月および鼎】父20年一tO月とら記載のあ′〕た診療科医師の平均当血回数を  

対象とLた 

11は施設数である。   
（注）いIミ成19年10月おょび・和文20年】0月とも紀厳のあった診療科医師会体の連続当直の合  

計l項数を対穀とした。   
・n江施設数Pある 

ー‡て成20年tO月における診療科桝1か月あたり連続当直合計回数（非常勤医師）につい  

てみると、「病院食†本」では425回、「内科」ではⅠ．27臥「精神科」では052回、「小児科」  

では1〕6回、「外科ノでは2．62lp］、「脳神経外科」では092匝】、「整形外科」では0率＝可、  

「産科・産婦人科．では095回、「救急科ユでは21月同であった。   

連続当血合計回数が最も多いのは「外科」、次は、ト紋急料」であり、これらの診療科で  

は連続当直合計l可数は2回を1．阿った。   

竹丘19年10月と比較すると、ト救急科⊥（増加分063回）、「外札（同0．53一口］）、「脳神  

経外科」（l一丁】011帖、r柿神村（r■1007州 で増加とな′〕たっ  

図表35 診療科別1か月あたり連続当直合計回数（非常勤医師）  

平成20年10月における診療科別連続二当直実施施設の割合（常勤医師）についてみる1  

r柄院全体」では306％、「内科ノでは175％、「精神科Jでは10．4（れ、「′卜児科」ではt72り′t）  

r外科」ではほ4％、「脳神撞外科．では15．5％、「整形外科．でlt】26（光一、「産科・嘩婦人  

科」では30．l｛‰、r救急科」ては1乳㍗％であった。連続ゝ当直「実施施設〃）割合が放も高し、〔／）は  

「席料・産婦人科一であり、次；ヰ「外科一、「救急科」、「l勺科」、「小リLL科ノ であ／－た 

、F成19隼10月と比較すると、すべて〝〕診糠科で連続、机針鼠触施設佑照合が高くな／〕′†二  

矧二、「救急科 ではヤ成19iIと比較して5ポイント以卜向カ、つたレ  

図表34 診療科別 連続当直実施施設の割合（常勤医師）  

00ヽ    200ヽ   40．（八   800ヽ   800ヽ  1（氾0ヽ  

■院全体（∩＝258）  

内科（∩＝208）  

精神科（∩二98）  

小児科（∩＝189）  

外科（∩＝207）  

職神経外科（∩＝142）  

整形外科（∩＝183）   

産科・産婦人科（n二18：＝  

救急科（∩＝〃）  

その他（∩二柑4）  

病院全体（∩＝97）  

内科（∩＝59）  

精神科（n＝29）  

小児科（∩＝3：！）  

外科（n＝47）  

脳神経外科（n＝28）  

♯形外科（∩＝38）   

産科・産婦人科（∩＝3g）  

救急科（∩二‖）  

その他（n二87〉  （洋卜中戊Ⅰ9中二10ノ］J；上び照Åユ0（11（）ノ］と睾，言已蹴J）あ一）た診嫁科医帥のヅ芳一⊥i血いう］敬1′対  

象とした∪   
・n【1施設数である 

榊：）・、pb父19年10Jけj上びてIモ成コ0年10′】とも記載のあった診療科医師全体の連続、当直の合  

計1r」†数を対象とした 

・nli施設数である＝   



④病院勤務医の負担軽減策の実施状況  

1）病院勤務医の負担軽減策の取縮み状況   

病院勤務医の負担軽減策の取廠lみ状況についてみると、「医師・看護肺等の業虜分担」に  

ついては、「取り組んでいる」が56．4％、「計画にあるが、取り組んでいない」が柑．7％、「計  

画にない」が】67％であった。   

「医師事務作業補助体制」については、「取り組んでいる」が77．1％、「計画にあるが、  

取り組んでいない」がIl．2％、「計画にない」が6．6％であり、「取り組んでいる」という回  

答割合が高かった。   

「短時間正規雇用の医師の活用」については、「取り組んでいる」が25．4％、「計画にあ  

るが、取り組んでいない」が20．0％、「計画にない」が仏5％であり、取り組んでいる施設  

が他の項目と比べて少なかった。   

「連椀当直を行わない勤務シフト」については、「取り組んでいる」が719％、「計画に  

あるが、取り組んでいない」が7．6（沌、「計画にない」が9．7％であった。   

「当直後の通常勤附こ係る配慮」については、r取り組んでいる」が452％、「計剰こあ  

るが、取り組んでいない」が三っ．4％、「計画にない」がユユ．1％であった。  

図責37 病院勤務医の負担軽減策の取組み状況（∩＝516）  

0ヽ  20ヽ  l（～  …  8（）l lα）ヽ   

平成20年10月における診療科別連続当直実施施設の割合（非常勤医師）についてみる  

と、「病院全体．では206％、「内科」ではl（）9％、「精神科」では13月％、「小児科＿では  

152％、「外科」では29．只％、「脳神経外科」では】92％、「雛形外科」でほ167％、「産科・  

産婦人科」では2R．2％、「救急科」では1R．2％であった。連続当直実施施設の割合が最も高  

いのは「外科」であり、次いで「産科・産婦人科」となった。   

平成19年相月と比較すると、†外科」と†脳神経外科」では実施施設割合が増加したが、  

他の診療科では減少もしくは横道いとなった。  

図表36 診療科別 連続当直実施施設の割合（非≠勤医師）  

■株全体（炉卯）  

内科（∩＝59）  

叶榊科（n＝29）  

小児科（n＝33）  

外科（n三47）  

i神経外科（n三2t＝  

曇形外科（∩＝31）   

虞劇仁摩汁人科（∩＝30）  

緻急科（n＝lり  

モの他（n＝17〉  

匿蓼■■技師書の  
義精分担  

医師事ホ作霊  
縞助体岬   

短鴫Ⅶ正規t用の  
医師の活用   

凛練当眞を行わない  
勤務シフト  

当▲橡の通t勤鶉  
に優る配▲  

（注い平成19年IO月および平成20年IO月とも記載のあった診礫科医師全体の連続当直の合  

計回数を対象とした。   

・nは施設数である。   

ロ什爾にある机取り組んでいない  
ロ針圃にない  ■モの地  
■取り組んでいる                    口■回答   

医師・看護師等の業務分担の取組み状況について施設基準届出別にみると、†入院時医学  

管理加算」の届出施設では、「取り組んでいる」が‘宗．9％、「計画にあるが、取り組んでい  

ない」が122％、「計画にない」が95％であった．また、「医師事掛乍業補助体制加算」の  

届出施設では「取り組んでいる」が60，β％、「計画にあるが∴取り紳んでいない」が16．2％、  

「計画にない」が139％であった。「ハイリスク分娩管理加算」の届出施蘭では「取り組ん  

でいる」が5‘」％、「計画にあるが、取り組んでいない」が16．1％、「計画にない」が174％  

であった。医師・看護師等の業務分担については「取り組んでいる」という施設の割合が  

高かった。  

図象38 負担軽減策の取組み状況（施設基準届出別）  

－（D医師・■獲師専の業務分担－  

OI IOヽ 2（粍 3仇 ●（≠ 5（粍 801 7鵬 801 軌1（仇  

医師・看護師等の業務分捌こ関する取組みを開始した時期に1）いてみると、全体では「平  

成20年3月以前」が73．2％、「平成20年4月以降」が20．3％であった。   

施設基準届出別にみると、「入院時医学管理加算」の届出施設では「平成20年3月以前」  

が70．8％、「平成20年4月以降」がヱlも％、一隊師事務作業補助体制加算」の軌七施設では  

「平成20年1月以前」が6幕．9％、「平成20年4月以降」が23．㌢‰、レ、イリスク分娩管理  

加算」の届出施設では「平成20年3月以前」が77る％、「平成20年4月以降」が155％で  

あった。  

図表39 負担軽減策の取組み開始時期（施設基準届出別）  

－①医師・■旗膵専の兼務分担－  

Ol t（h 20ヽ 珊 401 5肌 仰 70ヽ 8（れ 納1m  

全体  
（∩＝291）  

入院時監事甘理加■  
届出施設（∩＝51）   

医師事務作■輔助体制  
加一店出施設（n＝20¢）   

ハイリスク分娩管理加算  
届出施設（∩＝t74）  

全体  
（∩＝5用）  

入院時医学書理加■  
届出施設（n＝74）   

医師事精作業補助体側  
加暮届出施設（∩＝339）  

ハイリスク分娩管理加■  
届出施枚（n＝310）  

■平成20年3月以前   口平成20年4月以降   口無回書  

□計弘l＝あるが，取り組んでいない  
■取り組んでいる        ロ計画にない  ■その他  （沌）各項Rに′〕いて「取り組んでいる」と回答のあった施設を対象に集計を行った∪   




